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アイヌの工芸
東北のコレクションを中心に

福島県立博物館

季刊
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ア
イ
ヌ
の
工
芸 

夏
の
企
画
展

会
期

　平
成
二
六
年
七
月
一
九
日（
土
）〜
九
月
一
五
日（
月
・
祝
）

― 
東
北
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に 

―

　
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
制
作
し
た
工
芸
品
は
、
素
朴
で
機
能
的
な
も
の
が
多
く
、
自
然
と
と

も
に
育
ま
れ
た
独
自
の
文
化
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
や
民
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず
国
内
外
の

多
く
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
収
蔵
さ
れ
た
経
緯
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
東
北
地
方
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
や
民
具
を
中
心
に
展

示
・
公
開
し
、
収
蔵
経
緯
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
イ
ヌ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
現

在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
過
程
に
も
着
目
し
ま
す
。

　
な
お
今
回
は
、
福
島
県
と
北
海
道（
蝦
夷
地
）や
サ
ハ
リ
ン（
樺
太
、
江
戸
時
代
は
唐
太
と

も
表
記
）を
結
ぶ
資
料
も
出
品
し
ま
す
。
江
戸
時
代
、
会
津
藩
が
樺
太
に
出
兵
し
た
時
の
よ

う
す
を
描
い
た
絵
巻
。
同
藩
が
幕
府
の
方
針
に
沿
っ
て
蝦
夷
地
を
分
領
支
配
し
た
際
の
一
コ

マ
を
描
い
た
屏
風
。
こ
う
し
た
絵
画
資
料
の
中
に
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
描
写
も
見
ら
れ
、
貴

重
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
会
期
中
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ア
イ
ヌ
の
文

化
を
身
近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

○
展
覧
会
基
礎
情
報

　
　
開
館
時
間
／
９
時
30
分
〜
17
時（
16
時
30
分
ま
で
に
入
館
）

 

＊
開
幕
日（
７
月
19
日
）に
限
り
、
企
画
展
示
室
へ
の
入
室
は

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

終
了
後（
10
時
20
分
頃
）に
な
り
ま
す

　
　
休
館
日
／
月
曜
日（
た
だ
し
７
月
21
日
、
８
月
11
日
、
９
月
15
日
は
開
館
）、

 

７
月
22
日（
火
）

　
　
会
　
　
場
／
福
島
県
立
博
物
館
企
画
展
示
室

　
　
観
覧
料
／
一
般
・
大
学
生
　
3
0
0（
2
1
0
）円
、

 

高
校
生
　
1
0
0（
8
0
）円
、
小
・
中
学
生
　
8
0（
5
0
）円

 

＊（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

　
　
主
　
　
催
／
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
　
　

 

福
島
県
立
博
物
館

　
　
後
　
　
援
／
国
土
交
通
省
　
北
海
道
教
育
委
員
会

 

公
益
社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
　

　
　
そ
の
他
／
会
期
中
に
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

○
出
品
協
力

　
　
松
前
町
教
育
委
員
会
、
松
前
城
資
料
館
、
市
立
函
館
博
物
館
、

　
　
函
館
市
北
方
民
族
資
料
館
、
函
館
市
中
央
図
書
館
、
青
森
市
教
育
委
員
会
、

　
　
青
森
県
立
郷
土
館
、
三
戸
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、

　
　
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
西
厳
寺（
新
潟
県
新
潟
市
）、

　
　
興
國
寺（
福
島
県
伊
達
市
）、
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
、
初
瀬
川
昂
氏
、

　
　
渡
部
認
氏
、
東
京
国
立
博
物
館

アットゥシ　衣服（樹皮繊維）　青森市教育委員会蔵

（表紙）  カパラミプ　衣類 （木綿）　青森市教育委員会蔵

マキリ　小刀　青森市教育委員会蔵

イクスパイ　青森市教育委員会蔵

標津番屋屏風　新潟市西厳寺蔵

蝦夷綿　市立函館博物館蔵

○
関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報

  

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】カ
ム
イ
ノ
ミ
、
主
催
者
挨
拶

　
　
日
時
／
７
月
19
日（
土
）９
時
40
分
〜
10
時
20
分（
予
定
）

　
　
場
所
／
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ほ
か

　
　
野
本
久
栄
さ
ん（
祭
司
）・
野
本
敏
江
さ
ん（
北
海
道
千
歳
市
在
住
伝
承
者
）

　
　
＊
開
幕
日（
７
月
19
日
）に
限
り
、
企
画
展
示
室
へ
の
入
室
は
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後

　
　
　
に
な
り
ま
す

  

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】（
二
回
）

　
　
日
時
／
①
７
月
19
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
②
９
月
15
日（
月
・
祝
）14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
企
画
展
示
室

　
　
講
師
／
①
小
野
哲
也
さ
ん（
標
津
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）、
本
展
企
画
委
員

　
　
　
　
　
②
当
館
学
芸
員

  

【
実
演
】ア
ッ
ト
ゥ
シ
織

　
　
日
時
／
７
月
20
日（
日
）10
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
　（
途
中
休
憩
時
間
を
は
さ
み
ま
す
）

　
　
場
所
／
当
館
企
画
展
示
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
体
験
】ア
イ
ヌ
文
様
を
刺
繍
し
よ
う
！《
要
申
込
、
中
学
生
以
上
、
各
回
20
名
》

　
　
日
時
／
７
月
20
日（
日
）〔
午
前
の
部
〕10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
午
後
の
部
〕13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
体
験
】作
っ
て
鳴
ら
そ
う
！
ア
イ
ヌ
の
楽
器
・
ム
ッ
ク
リ

　
　
　
　《
要
申
込
、
小
学
生
以
上
、
各
回
二
五
名
》

　
　
　
　
　※

小
学
校
３
年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

　
　
日
時
／
８
月
17
日（
日
）〔
午
前
の
部
〕10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
午
後
の
部
〕13
時
30
分
〜
15
時

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
映
像
と
お
話
】ア
イ
ヌ
と
ヒ
グ
マ《
要
申
込
、
小
学
生
以
上
、
50
名
》

　
　
日
時
／
９
月
６
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
田
村
将
人
さ
ん（
札
幌
大
学
特
任
准
教
授
）、

　
　
　
　
　
葛
西
真
輔
さ
ん（
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
保
護
管
理
研
究
係
主
任
）
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マキリ　小刀　青森市教育委員会蔵

イクスパイ　青森市教育委員会蔵

標津番屋屏風　新潟市西厳寺蔵

蝦夷綿　市立函館博物館蔵

○
関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報

  

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】カ
ム
イ
ノ
ミ
、
主
催
者
挨
拶

　
　
日
時
／
７
月
19
日（
土
）９
時
40
分
〜
10
時
20
分（
予
定
）

　
　
場
所
／
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ほ
か

　
　
野
本
久
栄
さ
ん（
祭
司
）・
野
本
敏
江
さ
ん（
北
海
道
千
歳
市
在
住
伝
承
者
）

　
　
＊
開
幕
日（
７
月
19
日
）に
限
り
、
企
画
展
示
室
へ
の
入
室
は
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後

　
　
　
に
な
り
ま
す

  

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】（
二
回
）

　
　
日
時
／
①
７
月
19
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
②
９
月
15
日（
月
・
祝
）14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
企
画
展
示
室

　
　
講
師
／
①
小
野
哲
也
さ
ん（
標
津
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）、
本
展
企
画
委
員

　
　
　
　
　
②
当
館
学
芸
員

  

【
実
演
】ア
ッ
ト
ゥ
シ
織

　
　
日
時
／
７
月
20
日（
日
）10
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
　（
途
中
休
憩
時
間
を
は
さ
み
ま
す
）

　
　
場
所
／
当
館
企
画
展
示
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
体
験
】ア
イ
ヌ
文
様
を
刺
繍
し
よ
う
！《
要
申
込
、
中
学
生
以
上
、
各
回
20
名
》

　
　
日
時
／
７
月
20
日（
日
）〔
午
前
の
部
〕10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
午
後
の
部
〕13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
体
験
】作
っ
て
鳴
ら
そ
う
！
ア
イ
ヌ
の
楽
器
・
ム
ッ
ク
リ

　
　
　
　《
要
申
込
、
小
学
生
以
上
、
各
回
二
五
名
》

　
　
　
　
　※

小
学
校
３
年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

　
　
日
時
／
８
月
17
日（
日
）〔
午
前
の
部
〕10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
午
後
の
部
〕13
時
30
分
〜
15
時

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
二
風
谷
民
芸
組
合

  

【
映
像
と
お
話
】ア
イ
ヌ
と
ヒ
グ
マ《
要
申
込
、
小
学
生
以
上
、
50
名
》

　
　
日
時
／
９
月
６
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
場
所
／
当
館
実
習
室

　
　
講
師
／
田
村
将
人
さ
ん（
札
幌
大
学
特
任
准
教
授
）、

　
　
　
　
　
葛
西
真
輔
さ
ん（
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
保
護
管
理
研
究
係
主
任
）
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イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

　「
写
真
展
　
東
北―

風
土
・
人
・
く
ら
し
」の
記
念
対
談
が

四
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
キ
ュレ
ー
タ
ー
飯
沢

耕
太
郎
氏
、
参
加
作
家
の
田
附
勝
氏
を
お
招
き
し
、
赤
坂
館

長
が
進
行
を
務
め
、
国
際
交
流
基
金
櫻
井
友
行
理
事
に
は
開

会
に
あ
た
って
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
飯
沢
氏
は
、
写
真
の
歴
史
が
専
門
で
、
日
本
の
写
真
家
を

紹
介
で
き
る
立
場
で
あ
る
こ
と
と
、
仙
台
市
出
身
で
震
災
は

他
人
事
で
は
な
い
、
本
展
キ
ュレ
ー
シ
ョン
は
引
き
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
事
だ
と
思
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　
震
災
を
契
機
に
計
画
さ
れ
た
本
展
で
す
が
、
震
災
後
の
写

真
は
外
す
。そ
れ
は
別
な
機
会
に
考
え
る
、と
い
う
結
論
に
至
っ

た
そ
う
で
す
。ま
た
、東
北
の
地
が
、ど
う
い
う
歴
史
、風
土
で
、

ど
う
い
う
人
が
暮
ら
し
て
生
活
を
営
ん
で
き
て
い
る
か
、
東
北

オ
リ
ジ
ン
の
形
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機

会
と
し
て
欲
し
い
。
東
北
に
つ
い
て
考
え
る
と
縄
文
時
代
が
大

き
な
意
味
を
持
って
い
る
と
直
感
的
に
考
え
た
、
と
語
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
作
品
映
像
を
見
な
が
ら
出
品
作
家
の
ご
紹
介

を
い
た
だ
き
、
対
談
に
移
り
ま
し
た
。

　
田
附
氏
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
日
本
の
姿
を
見
つ
け
た
い

と
、
デ
コ
ト
ラ
を
九
年
撮
る
う
ち
、
東
北
に
関
心
を
深
め
、
ゾ

ワ
ゾ
ワ
す
る
感
覚
を
た
よ
り
に
東
北
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

震
災
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
列
島
の
中
の
東
北
に
力

強
く
生
き
る
存
在
感
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
た
い
。
震

災
後
、
写
真
を
見
て
そ
れ
が
強
ま
る
の
で
あ
れ
ば
そ
う
あ
って

欲
し
い
、
と
東
北
の
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
縄
文
文
化
発
見
の
き
っ
か
け

を
作
っ
た
岡
本
太
郎
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
飯
沢
氏
、
田
附
氏
、

赤
坂
館
長
の
鼎
談
に
移
り
ま
し
た
。

　
赤
坂
館
長
は
、
今
の
東
北
の
民
俗
、
文
化
を
語
る
に
は
縄

文
文
化
を
知
ら
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
縄
文
と
現

代
の
つ
な
が
り
の一つ
は
死
生
観
、
震
災
後
す
ぐ
に
南
三
陸
の
漁

村
で
復
活
し
た
鹿
踊
り
の
供
養
碑
に
は「
生
き
と
し
生
け
る
も

の
す
べ
て
の
命
の
た
め
に
」と
刻
ま
れ
て
い
る
、
東
北
に
は
、
生

と
死
を
巡
る
思
想
が
濃
密
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
と
、
縄
文
文
化

と
東
北
の
文
化
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　
飯
沢
氏
は
、写
真
と
現
実
の
あ
り
方
が
変
って
き
て
い
る
が
、

写
真
家
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
身
体
で
あ
り
、
写
真
家
は
眼
で
触
っ

て
い
る
、
若
い
写
真
家
か
ら
身
体
性
が
希
薄
に
な
って
い
る
が
、

優
れ
た
写
真
家
は
そ
れ
に
気
付
い
て
い
る
、
生
と
死
を
経
験
す

る
身
体
、
そ
れ
を
強
く
感
じ
ら
れ
る
対
象
が
縄
文
で
あ
る
と
、

語
り
ま
し
た
。

　
田
附
氏
は
、
東
北
が
縄
文
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
思
わ
れ
る
こ
と
に

は
抵
抗
が
あ
る
、
い
つ
ま
で
七
〇
年
代
の
岡
本
太
郎
を
引
っ
張

る
の
か
、
東
北
を
縄
文
の
ラ
ベル
で
語
ら
な
い
、
岡
本
太
郎
も
一

度
捨
て
よ
う
、
と
問
題
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
飯
沢
氏
か

ら
は
、
縄
文
を
相
対
化
す
べ

き
、一
般
化
、
普
遍
化
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
に
お
い
て
の
東
北
、

縄
文
を
探
さ
な
け
れ
ば
つ
ま

ら
な
い
、
エ
ッ
ジ
、
端
っ
こ
に

立
つ
こ
と
は
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
で
き
る
、
と
縄
文
の

概
念
を
拡
げ
る
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
赤
坂
館
長
は
、
エッ
ジ
、
縁
、
に
い
な
け
れ
ば
見
え
な
い
も
の

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
風

景
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
は
、
よ
じ
れ
な
が
ら
、
写
真
展

に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
懐
か
し
い
と
い
う
言
葉
と
リ
ン
ク
す
る
、

と
語
り
、
対
話
は
次
第
に
熱
を
帯
び
深
ま
って
い
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
赤
坂
館
長
か
ら「
東
北
写
真
ミ
ュー
ジ
ア
ム
」の
構

想
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
に
、
飯
沢
氏
は
、
写
真
家
だ
け
の
ミ
ュー

ジ
ア
ム
に
し
て
欲
し
く
な
い
、
普
通
の
家
に
も
素
晴
ら
し
い
写

真
が
た
く
さ
ん
あ
る
。「
東
北
写
真
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
は
な

く
、「
東
北
写
真
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に
し
た
い
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

煙管と煙草入れ
（渡部つとむコレクション）

イクパスイ
（渡部つとむコレクション）

Ｑ
：「
ア
イ
ヌ
」っ
て
、
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
で
す
か
？

Ａ
：
今
年
度
の
夏
の
企
画
展
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
や
民
具

な
ど
の
資
料
か
ら
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
暮
ら
し
や
伝
え
ら
れ
た
文

化
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ア
イ
ヌ
と
い
う
言
葉
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
神（
カ
ム
イ
）」に
対
す
る「
人
間
」を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ア

イ
ヌ
の
人
々
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
は
北
海
道

を
は
じ
め
、
樺
太
島
の
南
部
や
千
島
列
島
、
さ
ら
に
青
森
県

の
津
軽
や
下
北
半
島
に
ま
で
広
が
り
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
日
本
語
を
話
し
、
日
本
人（
和
人
）と
同
じ
暮
ら
し

を
送
って
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
ア
イ
ヌ
語
と
い
う
独
自
の
言
葉

を
話
し
、
文
字
を
持
た
ず
、
狩
猟
採
集
や
毛
皮
の
交
易
な
ど

を
行
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
書
く
と
遠
い
世
界

の
よ
う
に
感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば「
シ
シ
ャ
モ
」

や「
ラ
ッコ
」な
ど
、
実
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
ア
イ
ヌ
語

の
言
葉
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ
：
昔
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
服
を
着
て
、
何
を
食
べ

て
暮
ら
し
て
い
た
の
？

Ａ
：
ア
イ
ヌ
の
衣
服
の
代
表
的
な
も
の
に
、
ア
ッ
ト
ゥ
シ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
北
海
道
や
東
北
北
部
に
自
生
す
る
オ
ヒ
ョ
ウ

と
い
う
樹
木
の
皮
を
繊
維
に
し
て
織
っ
た
伝
統
的
な
着
物
で
、

刺
繍
や
別
の
布
を
張
り
合
わ
せ
た
切
伏（
き
り
ぶ
せ
）に
よ
り

独
特
な
ア
イ
ヌ
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ヒ
ョ
ウ
の
他
に

も
、
シ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮
や
イ
ラ
ク
サ
と
い
う
植
物
の
繊
維
、
さ

ら
に
は
サ
ケ
・
マ
ス
な
ど
の
魚
皮
や
ア
ザ
ラ
シ
・
ヒ
グ
マ
な
ど
の

ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し
と
文
化

る
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
生
活
用
具
に
は
、
先
ほ
ど
の
衣
類
の

他
、
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
道
具
類
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
代
表
的
な
祭
祀
用
具
で
あ
る
イ
ク
パス
イ
が
そ
れ
で
、

人
間
の
祈
り
の
言
葉
を
神
に
伝
え
て
く
れ
る
と
さ
れ
る
ヘ
ラ
状

の
祭
具
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
事
物

に
神
の
霊
が
宿
る
と
考
え
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
イ
オ

マ
ン
テ
と
い
う
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
毛
皮
や
肉
を
ア
イ
ヌ
の
世

界
に
届
け
て
く
れ
た
熊
の
霊
を
送
り
返
す
た
め
の
儀
礼
で
、
こ

う
いっ
た
神
霊
に
祈
る
儀
式
の
際
に
は
必
ず
こ
の
イ
ク
パス
イ
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
祭
祀
用
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
工
芸
的
な
価
値
も
極
め
て
高
い
も

の
で
、
企
画
展
で
は
多
く
の
イ
ク
パス
イ
が
登
場
し
ま
す
。

Ｑ
：
今
回
の
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
：
展
示
で
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
伝
え
て
き
た
日
々
の
暮
ら
し
の

道
具
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
の
で
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
少

な
い
そ
れ
ら
の
工
芸
品
を
、
ま
ず
は
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
生
活
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
工
芸
に

独
特
の
形
態
や
文
様
に
注
目
し
て
下
さ
い
。
ま
た
最
後
に
、
福

島
県
や
会
津
と
北
海
道（
蝦
夷
地
）と
の
歴
史
的
な
関
係
の
分

か
る
資
料
も
お
目
見
え
し
ま
す
。
郷
土
の
新
し
い
歴
史
に
触
れ

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

内
山 

大
介

Q
&
A

回
答
者

民
俗
担
当

獣
皮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
衣
服
に
使
い
ま
し
た
。
ま

た
儀
式
な
ど
の
ハ
レ
の
日
に
は
、
交
易
で
手
に
入
れ
た
木
綿
や

絹
の
衣
類
も
着
用
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
狩
猟
民
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
熊
や
鮭
を

捕
って
食
べ
る
印
象
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
海
獣
猟
を
し
た
り
、
山
で
は
山
菜

も
採
り
、
さ
ら
に
ヒ
エ
や
ア
ワ
な
ど
の
簡
単
な
農
業
も
し
て
い

ま
し
た
。
肉
・
魚
・
山
菜
や
根
菜
に
穀
物
な
ど
、
自
然
の
恵

み
か
ら
得
ら
れ
る
材
料
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
煮
た
り
焼
い
た

り
し
て
食
事
を
と
って
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
ア
イ
ヌ
の
代
表
的
な
工
芸
品
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
現
在
で
は
民
芸
品
・
土
産
品
な
ど
と
し
て一般
に
知
ら
れ

アットゥシ　（渡部つとむコレクション）
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、
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：
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の
夏
の
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展
で
は
、
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芸
品
や
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具
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資
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、
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民
族
の
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ら
し
や
伝
え
ら
れ
た
文

化
を
ご
紹
介
し
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す
。
ア
イ
ヌ
と
い
う
言
葉
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
神（
カ
ム
イ
）」に
対
す
る「
人
間
」を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ア

イ
ヌ
の
人
々
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
は
北
海
道

を
は
じ
め
、
樺
太
島
の
南
部
や
千
島
列
島
、
さ
ら
に
青
森
県

の
津
軽
や
下
北
半
島
に
ま
で
広
が
り
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
日
本
語
を
話
し
、
日
本
人（
和
人
）と
同
じ
暮
ら
し

を
送
って
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
ア
イ
ヌ
語
と
い
う
独
自
の
言
葉

を
話
し
、
文
字
を
持
た
ず
、
狩
猟
採
集
や
毛
皮
の
交
易
な
ど

を
行
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
書
く
と
遠
い
世
界

の
よ
う
に
感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば「
シ
シ
ャ
モ
」

や「
ラ
ッコ
」な
ど
、
実
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
ア
イ
ヌ
語

の
言
葉
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ
：
昔
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
服
を
着
て
、
何
を
食
べ

て
暮
ら
し
て
い
た
の
？

Ａ
：
ア
イ
ヌ
の
衣
服
の
代
表
的
な
も
の
に
、
ア
ッ
ト
ゥ
シ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
北
海
道
や
東
北
北
部
に
自
生
す
る
オ
ヒ
ョ
ウ

と
い
う
樹
木
の
皮
を
繊
維
に
し
て
織
っ
た
伝
統
的
な
着
物
で
、

刺
繍
や
別
の
布
を
張
り
合
わ
せ
た
切
伏（
き
り
ぶ
せ
）に
よ
り

独
特
な
ア
イ
ヌ
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ヒ
ョ
ウ
の
他
に

も
、
シ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮
や
イ
ラ
ク
サ
と
い
う
植
物
の
繊
維
、
さ

ら
に
は
サ
ケ
・
マ
ス
な
ど
の
魚
皮
や
ア
ザ
ラ
シ
・
ヒ
グ
マ
な
ど
の

ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し
と
文
化

る
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
生
活
用
具
に
は
、
先
ほ
ど
の
衣
類
の

他
、
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
道
具
類
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
代
表
的
な
祭
祀
用
具
で
あ
る
イ
ク
パス
イ
が
そ
れ
で
、

人
間
の
祈
り
の
言
葉
を
神
に
伝
え
て
く
れ
る
と
さ
れ
る
ヘ
ラ
状

の
祭
具
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
事
物

に
神
の
霊
が
宿
る
と
考
え
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
イ
オ

マ
ン
テ
と
い
う
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
毛
皮
や
肉
を
ア
イ
ヌ
の
世

界
に
届
け
て
く
れ
た
熊
の
霊
を
送
り
返
す
た
め
の
儀
礼
で
、
こ

う
いっ
た
神
霊
に
祈
る
儀
式
の
際
に
は
必
ず
こ
の
イ
ク
パス
イ
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
祭
祀
用
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
工
芸
的
な
価
値
も
極
め
て
高
い
も

の
で
、
企
画
展
で
は
多
く
の
イ
ク
パス
イ
が
登
場
し
ま
す
。

Ｑ
：
今
回
の
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
：
展
示
で
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
伝
え
て
き
た
日
々
の
暮
ら
し
の

道
具
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
の
で
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
少

な
い
そ
れ
ら
の
工
芸
品
を
、
ま
ず
は
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
生
活
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
工
芸
に

独
特
の
形
態
や
文
様
に
注
目
し
て
下
さ
い
。
ま
た
最
後
に
、
福

島
県
や
会
津
と
北
海
道（
蝦
夷
地
）と
の
歴
史
的
な
関
係
の
分

か
る
資
料
も
お
目
見
え
し
ま
す
。
郷
土
の
新
し
い
歴
史
に
触
れ

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

内
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大
介
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A
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者

民
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担
当

獣
皮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
衣
服
に
使
い
ま
し
た
。
ま

た
儀
式
な
ど
の
ハ
レ
の
日
に
は
、
交
易
で
手
に
入
れ
た
木
綿
や

絹
の
衣
類
も
着
用
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
狩
猟
民
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
熊
や
鮭
を

捕
って
食
べ
る
印
象
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
海
獣
猟
を
し
た
り
、
山
で
は
山
菜

も
採
り
、
さ
ら
に
ヒ
エ
や
ア
ワ
な
ど
の
簡
単
な
農
業
も
し
て
い

ま
し
た
。
肉
・
魚
・
山
菜
や
根
菜
に
穀
物
な
ど
、
自
然
の
恵

み
か
ら
得
ら
れ
る
材
料
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
煮
た
り
焼
い
た

り
し
て
食
事
を
と
って
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
ア
イ
ヌ
の
代
表
的
な
工
芸
品
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
現
在
で
は
民
芸
品
・
土
産
品
な
ど
と
し
て一般
に
知
ら
れ
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樺
太
到
着
を
伝
え
る
陣
将
・
北
原
采
女
の
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
綾
子
　
歴
史
担
当

　
会
津
藩
の
歴
史
の
中

で
、
大
変
大
き
な
転
機
と

な
っ
た「
戊
辰
」の
年
が
二

回
あ
り
ま
す
。
一回
は一般

に
良
く
知
ら
れ
る
慶
応
四

年
戊
辰
戦
争
の
年
、
そ
し

て
も
う
一
回
は
そ
れ
か
ら

ち
ょ
う
ど
六
十
年
前
の
、

文
化
五
年（
一
八
〇
八
）に

行
わ
れ
た
、
蝦
夷
地（
北

海
道
）・
樺
太（
サ
ハ
リ
ン
）

出
兵
が
行
わ
れ
た
年
で

す
。

　
十
八
世
紀
末
よ
り
強

ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に
対
応
す
る
た
め
、
幕
府
は
文
化

四
年（
一八
〇
七
）に
蝦
夷
地
全
島
を
直
轄
化
し
、
松
前
藩
を

現
在
の
福
島
県
伊
達
市
梁
川
へ
移
し
ま
し
た（
梁
川
藩
）。
さ

ら
に
文
化
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
東
北
諸
藩（
津
軽
・
南
部
・

秋
田
・
庄
内
・
仙
台
・
会
津
）を
蝦
夷
地
・
樺
太
へ
派
遣
し
、

ロ
シ
ア
の
脅
威
に
備
え
ま
し
た
。

　
会
津
藩
の
持
ち
場
は
蝦
夷
地
の
宗
谷
・
松
前
お
よ
び
樺
太

（
当
時
は
多
く「
唐
太
」と
表
記
、
こ
こ
で
は
樺
太
に
統
一）と

決
ま
り
、
文
化
五
年
正
月
に
会
津
の
城
下
を
順
々
に
出
発
し

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
津
藩
松
平
家
始
ま
っ
て
以
来
の
初

の
本
格
的
な
軍
事
行
動
で
、
従
者
を
含
め
約
一，
六
〇
〇
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
会
津
隊
の
陣
将
で
あ
り
樺
太
詰

の
責
任
者
で
あ
っ
た
北
原
采
女
光
裕
の
書
状（
個
人
蔵
、
福
島

県
立
博
物
館
寄
託
）で
す
。
采
女
は
正
月
十
一日
に
会
津
を
出

発
し
、
四
月
十
三
日
に
は
蝦
夷
地
松
前
を
出
帆
し
て
、
同
十

九
日
に
樺
太
南
端
部
の
湾
の
奥
に
位
置
す
る
ク
シ
ュン
コ
タ
ンへ

着
船
し
ま
し
た
。
書
状
は
、
到
着
翌
日
の
二
十
日
の
日
付
で
書

か
れ
、
田
中
三
郎
兵
衛
玄
宰
以
下
国
元
の
重
臣
達
に
宛
て
て

近
況
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
興
味
深
い
内
容
も
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
全
文
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う（ 

」は
改
行
位
置

を
示
し
て
い
ま
す
）。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

以
手
紙
致
啓
達
候
、
先
以
」殿
様
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
」恐
悦
之

御
事
ニ
候
、
先
便
申
遣
候
」通
、
唐
太
・
蒼
野
渡
海
舩
追
々
」御
雇

入
ニ
相
成
、
丹
羽
織
之
丞
備
」并
御
普
請
奉
行
自
在
丸
、
日
向
」三

郎
右
衛
門
備
正
徳
丸
・
永
寶
丸
江
」不
残
乗
組
、
二
番
組
ハ
天
社
丸
・

日
」吉
丸
之
二
艘
江
三
ヶ
二
之
御
人
数
」乗
組
、
当
十
三
日
昼
前
松
前

表
」出
帆
、
海
上
風
波
穏
ニ
而
聊
」無
差
滞
当
十
九
日
朝
唐
太
嶋
」ク

シ
ユ
ン
コ
タ
ン
江
着
岸
い
た
し
候
、」も
と
一
手
別
手
之
姿
を
以
乗
組

候
」積
ニ
付
、
北
原
軍
大
夫
物
頭
甲
士
」等
乗
組
候
筈
之
幾
吉
丸
と

申
」船
ハ
い
ま
た
着
岸
不
致
、
且
遠
」山
三
大
夫
乗
組
武
具
方
荷
物

積
」込
候
船
茂
無
之
候
處
、
風
順
次
第
」一
艘
ツヽ
茂
出
帆
候
様
御
役

向
よ
り
」御
沙
汰
ニ
付
、
不
得
止
残
り
置
出
」帆
致
候
事
に
候
、
将

又
十
四
日
ニ
者
」山
岡
傳
十
郎
殿
出
船
ニ
而
、
同
日
ニ
」着
岸
ニ
相
成
、

最
上
徳
内
殿
ニ
も
」右
前
日
シ
ラ
ヌ
シ
よ
り
当
所
へ
被
参
」候
由
、
細

木
等
当
座
ニ
小
屋
掛
之
具
」設
茂
有
之
候
ニ
付
、
順
々
上
陸
致
」丸
小

屋
茂
荒
方
出
来
、
舩
中
ゟ
」焚
出
賄
或
ハ
自
分
炊
き
ニ
而
」ま
つ一
同

雨
露
飢
渇
を
凌
」候
事
ニ
候
、
假
営
之
地
ハ
去
年
」中
番
屋
焼
払
候
跡

ニ
而
、
左
」右
平
山
之
間
之
平
地
磯
辺
」ニ
候
、
薪
水
之
便
利
よ
ろ
し

く
、」尤
谷
地
萱
様
之
物
茂
在
之
」ふ
き
草
ニ
相
成
候
、
本
営
之
地
」

所
ハ
山
岡
殿
・
最
上
殿
見
分
之
」上
談
在
之
振
合
ニ
相
聞
候
、
是
」よ

り
も
御
軍
事
奉
行
并
横
山
」数
馬
・
御
普
請
奉
行
等
差
出
」見
分
之

上
取
立
ニ
而
可
在
之
候
、
且
」又
唐
太
詰
御
人
数
ハ
当
所
と
」ル
ウ
タ

カ
二
ヶ
所
ニ
可
相
成
哉
之
」含
ニ
相
聞
候
ニ
付
、
松
前
表
ニ
而
」懸
合
候

処
、
何
れ
ニ
も
」彼
地
着
之
上
可
及
談
旨
被
申
聞
、」着
後
い
ま
た
治

定
茂
無
之
候
へ
共
、」多
分
ル
ウ
タ
カ
江
ハ
手
別
致
候
」振
合
ニ
可
相
成

哉
ニ
候
、
今
日
幸
」便
有
之
由
最
上
殿
被
申
候
由
ニ
付
、」無
滞
着
之

趣
而
已
申
遣
候
、」猶
後
便
委
詳
申
遣
ニ
而
可
有
」之
候
、
以
上

四
月
廿
日
　
　
　
　
　
北
原
采
女

田
中
三
郎
兵
衛
殿

井
上
兵
馬
殿

西
郷
頼
母
殿

井
深
宅
右
衛
門
殿

諏
訪
伊
助
殿

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
こ
の
書
状
か
ら
分
か
る
の
は
、

①
樺
太
詰
の
藩
士
達
は
松
前
で
便
船
を
待
ち
、
手
配
が
整
い

次
第
順
々
に
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。
自
在
丸
以
下
五
艘
は
四

月
十
三
日
昼
前
に
松
前
を
出
帆
、
十
九
日
朝
に
ク
シ
ュン
コ

タ
ンへ
着
岸
。

②
山
岡
伝
十
郎（
幕
府
役
人
）の
乗
る
船
は
十
四
日
に
松
前
を

出
帆
し
た
も
の
の
到
着
は
同
じ
十
九
日
で
あ
っ
た
。

③
最
上
徳
内
は
皆
の
到
着
の
前
日（
十
八
日
）に
シ
ラ
ヌ
シ（
樺

太
南
端
部
の
岬
付
近
）か
ら
ク
シ
ュン
コ
タ
ンへ
到
着
。

④
細
木
な
ど
当
面
小
屋
を
建
て
る
の
に
必
要
な
建
材
が
あ
っ
た

た
め
、
丸
小
屋
が
大
体
出
来
て
雨
露
を
凌
い
で
い
る
。
そ
の

仮
営
の
地
は
ひ
と
ま
ず
磯
辺
の（
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
）番
屋
が

焼
き
払
わ
れ
た
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
。

⑤
本
営
の
地
は
、
山
岡
伝
十
郎
や
最
上
徳
内
、
会
津
藩
の
軍

事
奉
行
や
普
請
奉
行
に
よ
る
見
聞
・
相
談
の
上
で
決
定
さ

れ
る
見
込
み
。

⑥
ク
シ
ュン
コ
タ
ン
の
部
隊
は
ル
ウ
タ
カ（
樺
太
内
の
地
名
）へ
も

分
隊
に
な
る
見
込
み
。

　
な
ど
の
内
容
で
す
。
樺
太
の
地
へ一
歩
踏
み
入
れ
た
藩
士
達

の
具
体
的
な
行
動
を
今
に
伝
え
る
、
貴
重
な
資
料
で
す
。

研
究
ノ
ー
ト

秋
の
企
画
展
　
予
告

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

　
　

み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま

　人
に
寄
り
添
う
み
ほ
と
け

　
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
に
悩
む
人
々
を
救
う
た
め
に
現
れ
る
観
音
菩

薩
。
観
音
は
人
に
寄
り
添
う
最
も
身
近
な
仏
さ
ま
と
し
て
、
東
北
地

方
で
も
古
く
か
ら
大
い
に
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
観

音
信
仰
は
、
観
音
像
の
優
品
を
生
み
出
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
奉
納
品

や
願
い
を
託
し
た
品
々
、
巡
礼
に
関
わ
る
品
々
や
芸
能
な
ど
、
ゆ
か
り

の
多
彩
な
文
化
財
を
各
地
に
数
多
く
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
と
の
共
同
企
画
で
、
東
北
各

地
か
ら
観
音
像
や
観
音
信
仰
に
関
わ
る
品
々
を
集
め
て
展
示
公
開
す
る

も
の
で
す
。
大
き
な
像
か
ら
、
小
さ
な
像
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
観

音
像
が
並
び
、
ま
た
各
地
の
観
音
巡
礼
や
観
音
講
な
ど
人
び
と
が
祈

り
を
捧
げ
て
き
た
よ
う
す
を
示
す
絵
馬
や
奉
納
品
な
ど
も
展
示
す
る

予
定
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
企
画
さ
れ
た

展
示
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　（
歴
史
担
当
　
高
橋
充
）

■
会
期
：
平
成
二
六
年
十
一
月
一
日（
土
）〜
十
二
月
十
四
日（
日
）

「木造十一面観音立像」（重文　勝常寺蔵）

テ
ー
マ
展  

相
馬
家
の
婚
礼
道
具

　
　
　
　
　

―

南
相
馬
市
同
慶
寺
所
蔵
の
漆
工
品

ト
ピ
ッ
ク
ス

会　期：平成26年７月19日（土）～８月24日（日）
会　場：常設展部門展示室　歴史美術
観覧料：一般・大学生270円、高校生以下は無料

　南相馬市小高区にある同慶寺は、相馬家の菩提寺。境内には相馬藩主や夫人
たちの墓が厳かに並んでいます。同慶寺には、相馬藩主・夫人ゆかりの調度品
も伝来しており、その中には婚礼道具も含まれていました。東京電力福島第一
原子力発電所事故後、一時的に福島県立博物館でお預かりしているそれらを、
この度まとめてご紹介いたします。遠くない将来、本来のあるべき所に戻れる
ことを願いながら。（美術担当：小林めぐみ）

鷹の羽紋梅鉢紋散梅竹薔薇蒔絵調度
南相馬市小高区・同慶寺

八角葵紋九曜紋散薔薇桜蒔絵狭箱
南相馬市小高区・同慶寺
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会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

講
師
　
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員

「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
５【
富
岡
町
】遺
跡
探
訪
」

会
期
　
６
月
17
日（
火
）〜
Ｈ
27
年
５
月
10
日（
日
）

「
相
馬
家
の
婚
礼
道
具

　
　
　
　
　
―
南
相
馬
市
同
慶
寺
所
蔵
の
漆
工
品
―
」

会
期
　
７
月
19
日（
土
）〜
８
月
24
日（
日
）

「
現
代『
漆
・
歴
史
』考
2
0
1
4
」

　
会
期
　
８
月
30
日（
土
）〜
10
月
５
日（
日
）

「
読
み
解
き『
戊
辰
戦
記
絵
巻
物
』」

会
期
　
４
月
19
日（
土
）〜
Ｈ
27
年
２
月
１
日（
日
）

「
描
か
れ
た
養
蚕
」

会
期
　
７
月
17
日（
木
）〜
９
月
３
日（
水
）

「
伝
単
・
連
合
軍
の
ま
い
た
ビ
ラ
」

会
期
　
７
月
18
日（
金
）〜
８
月
22
日（
金
）

「
博
物
館
の
壁
が
語
る
日
本
列
島
の
誕
生
」

会
期
　
７
月
19
日（
土
）〜
８
月
29
日（
金
）

「
ふ
く
し
ま
の
火
炎
型
土
器
」

会
期
　
７
月
23
日（
水
）〜
Ｈ
27
年
３
月
15
日（
日
）

「
こ
れ
も
弥
生
土
器
!?
」

会
期
　
７
月
23
日（
水
）〜
Ｈ
27
年
３
月
15
日（
日
）

「
磐
梯
山
と
ジ
オ
パ
ー
ク
」

会
期
　
８
月
21
日（
木
）〜
９
月
17
日（
水
）

「
王
様
の
玉
飾
り
」

会
期
　
９
月
２
日（
火
）〜
Ｈ
27
年
３
月
15
日（
日
）

「
約
束
の
音
色
〜
聖
武
と
呰
麻
呂
」

会
期
　
９
月
２
日（
火
）〜
Ｈ
27
年
３
月
15
日（
日
）

「
福
島
を
空
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
！
」

会
期
　
９
月
13
日（
土
）〜
11
月
７
日（
金
）

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」④

日
時
　
７
月
17
日（
木
）　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
講
堂

講
師
　
館
長
　
赤
坂
憲
雄  

日
時  

８
月
16
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時       

　
　

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
総
合
展
示
室「
古
代
」

講
師
　
学
芸
員
　
荒
木
　
隆

「
展
示
資
料
か
ら
見
る
古
代
の
ふ
く
し
ま
」③

日
時
　
９
月
15
日（
月
・
祝
）　
13
時
30
分
〜
14
時 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
総
合
展
示
室「
古
代
」

講
師
　
学
芸
員
　
荒
木
　
隆

「
会
津
磐
梯
山
・
市
民
盆
踊
り
」

日
時
　
８
月
15
日（
金
）　
19
時
〜
20
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
正
面
玄
関
前
庭

共
催
　
会
津
磐
梯
山
盆
踊
り
保
存
会

※

「
夏
休
み
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

日
時
　
８
月
23
日（
土
）　
17
時
30
分
〜
19
時 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
常
設
展
示
室

講
師
　
学
芸
員

実
演「
昔
語
り
」

日
時
　
９
月
13
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
体
験
学
習
室

講
師
　
語
り
部
　
横
山
幸
子
さ
ん

講
演
・
講
座

※

は
要
申
込

information
企
画
展

※

企
画
展
料
金
が
必
要
で
す

夏
の
企
画
展
関
連
行
事

※

は
要
申
込

館
長
講
座

７
月
〜
９
月
の
休
館
日

テ
ー
マ
展

※

常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

ポ
イ
ン
ト
展

※

常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

※

は
要
申
込

７
月
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
22
日（
火
）・
28
日（
月
）

８
月
４
日（
月
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）

９
月
１
日（
月
）・
８
日（
月
）・
16
日（
火
）・
24
日（
水
）・
29
日（
月
）

 

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」⑤

日
時
　
８
月
21
日（
木
）　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
講
堂

講
師
　
館
長
　
赤
坂
憲
雄  

「
は
じ
ま
り
の
東
北
学
」⑥

日
時
　
９
月
18
日（
木
）　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
講
堂

講
師
　
館
長  

赤
坂
憲
雄

  ○
考
古
学
講
座

「
考
古
学
最
前
線
１『
み
ち
の
く
の
弥
生
水
田
』」

日
時
　
７
月
12
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
講
堂

講
師
　
学
芸
員  

田
中
敏

※

「
縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
」

日
時
　
８
月
２
日（
土
）　
10
時
〜
16
時 

　
　
　
８
月
３
日（
日
）　
10
時
〜
15
時

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
実
習
室

講
師
　
学
芸
員  

森
幸
彦

「
考
古
学
最
前
線
２『
新
発
見
！
最
北
の
短
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
中
島
村
四
穂
田
古
墳
〜
』」

日
時
　
９
月
14
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
講
堂

講
師
　
学
芸
員
　
高
橋
満

※

「
土
器
の
野
焼
き
」

日
時
　
９
月
28
日（
日
）10
時
〜
15
時

会
場
　
野
外

講
師
　
学
芸
員
　
森
幸
彦

○
移
動
講
座

※

「
化
石
を
さ
が
そ
う
」

日
時
　
９
月
６
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分  

会
場
　
伊
達
市
梁
川
町
広
瀬
川
河
床

講
師
　
学
芸
員
　
竹
谷
陽
二
郎

※

「
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」

日
時
　
９
月
７
日（
日
）　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分  

会
場
　
伊
達
市
梁
川
中
央
交
流
館

講
師
　
学
芸
員
　
相
田
優

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　「
展
示
資
料
か
ら
見
る
古
代
の
ふ
く
し
ま
」②

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
113号

　
2014年

７
月
５
日
発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
立
博
物
館
　
〒
965-0807　

会
津
若
松
市
城
東
町
1 ‒25　

T
EL0242 ‒28 ‒6000　

印
刷
　
北
斗
印
刷
株
式
会
社
　
会
津
若
松
市
町
北
町
大
字
始
字
深
町
67 ‒2　

T
EL0242 ‒32 ‒2366

リサイクル適正 A

夏
の
企
画
展「
ア
イ
ヌ
の
工
芸
〜
東
北
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
中
心
に
〜
」

会
期
　
７
月
19
日（
土
）〜
９
月
15
日（
月
・
祝
）

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

日
時
　
７
月
19
日（
土
）　
９
時
40
分
〜
10
時
20
分（
予
定
） 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ほ
か

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」　
・
企
画
展
料
金
が
必
要
で
す
。

日
時
　
７
月
19
日（
土
）　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

講
師
　
標
津
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
　
小
野
哲
也
さ
ん 

ほ
か

  

「
実
演『
ア
イ
ヌ
の
ア
ッ
ト
ゥ
シ
織
』」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
企
画
展
料
金
が
必
要
で
す
。

日
時
　
７
月
20
日（
日
）　
10
時
〜
15
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

講
師
　
二
風
谷
民
芸
組
合

※

「
体
験『
ア
イ
ヌ
文
様
を
刺
繍
し
よ
う
』」

日
時
　
７
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
の
部
）10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
の
部
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
実
習
室

講
師  

二
風
谷
民
芸
組
合

※

「
体
験『
作
っ
て
鳴
ら
そ
う
！
ア
イ
ヌ
の
楽
器
・
ム
ッ
ク
リ
』」

日
時
　
８
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
の
部
）10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
の
部
）13
時
30
分
〜
15
時

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
実
習
室

講
師
　
二
風
谷
民
芸
組
合

※

「
映
像
と
お
話『
ア
イ
ヌ
と
ヒ
グ
マ
』」

　
日
時
　
９
月
６
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

会
場
　
福
島
県
立
博
物
館
　
実
習
室

講
師
　
札
幌
大
学
特
任
准
教
授
　
田
村
将
人
さ
ん

　
　
　
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
保
護
管
理
研
究
係
主
任

　
　
　
葛
西
真
輔
さ
ん

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」　
・
企
画
展
料
金
が
必
要
で
す
。

日
時
　
９
月
15
日（
月
・
祝
）　
14
時
30
分
〜
15
時
30
分 


